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準決勝戦第１試合 
５矢嵜 雄大        （指導２）     ５馬場 大輔  
（月江寺柔道クラブ）               （中京柔道クラブ） 

 
 この階級Ｖ３の矢嵜は勝負強い柔道で接戦を制し、準決勝戦に駒を進める。

対する馬場は初戦の２回戦こそ一本を奪えぬものの、以降は全て一本勝で快調

に勝ち進み、初の準決勝戦進出を果たす。 
 左組みの矢嵜、右組みの馬場の一戦は、巴投げ、小内刈を積極的に仕掛けた

矢嵜に対し、馬場は終始守勢を余儀なくされ、１分３９秒、２分５４秒にそれ

ぞれ指導を受け、そのまま試合終了。 

 
準決勝戦第２試合 
５法兼 真          大外刈     ○ ３花本 隆司 
（ALSOK）                   （京葉ガス） 

 
 ここまで幾つかの延長戦を経て接戦を勝ち抜いて来た法兼に対するは、前年

８１ｋｇ級チャンピオンの花本。花本は本大会では階級を上げて出場し、３回

戦の旭化成の強豪河添との延長戦にもつれる激闘以外は、多彩な投技で豪快な

勝ちっぷりを見せて準決勝戦に駒を進めた。 
 法兼は左組み、花本は右組み。試合は法兼が大腰、巴投で攻め、花本はこれ

を難なくさばく攻防で始まる。その後、花本が攻撃に転じ、大内刈で法兼を追

い込む。中盤に差し掛かかると両者激しい攻防を見せる。 
花本が強引に大外刈を仕掛けると、法兼はこれを返そうとして踏ん張り、両

者同体で倒れ込むも一瞬花本が体を開き法兼に圧し掛かって着地。１分４９秒、

一本。 
際どい勝負となったが、着地寸前の攻防を制した花本が決勝戦進出を決める。 

 
決勝戦 
５矢嵜 雄大         谷落      ○ ３花本 隆司 
（月江寺柔道クラブ）               （京葉ガス） 

 
 決勝戦は一昨年の覇者矢嵜と前年の８１ｋｇ級を制した花本との明治大学の

先輩後輩の対決となった。 
矢嵜左組み、花本右組み。互いに組み手争いに終始するところ、２分過ぎ花



本が奥襟を押さえて前に出ると、矢嵜がこれを嫌い防御の姿勢となって後ろに

退く。その一瞬の隙を衝いて、花本は追い込みながら谷落を仕掛け、２分２５

秒矢嵜を場外遠く背中から落として一本勝。花本、見事に二階級を制覇。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


